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（コード番号 6820 東証一部） 

問合せ先  経営管理部長 植畑敬一 
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業績予想業績予想業績予想業績予想及び配当予想の及び配当予想の及び配当予想の及び配当予想の修正修正修正修正並びに並びに並びに並びに営業外営業外営業外営業外収益収益収益収益（（（（為替差為替差為替差為替差益益益益））））の減少の減少の減少の減少にににに関するお知らせ関するお知らせ関するお知らせ関するお知らせ    

  

最近の業績動向を踏まえ、平成 29 年 11 月 10 日に公表した平成 30 年 3 月期通期連結業績予想及び平成 29 年

5 月 12 日に公表した配当予想について下記の通り修正しましたので、お知らせいたします。 

また、平成30年３月期の第４四半期（平成30年１月１日～平成30年３月31日）において、営業外費用（為替差損）

の発生があり、営業外収益（為替差益）が減少する見込みとなりましたので、あわせてお知らせいたします。 

 

記 

１．１．１．１．業績予想の修正業績予想の修正業績予想の修正業績予想の修正    

(1)平成 30 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日）  

                              （単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 25,000 530 660 520 35 円 09 銭 

今回修正予想（B） 24,880 790 870 620 41 円 84 銭 

増減額（B-A） △120 260 210 100  

増減率(%) △0.5 49.1 31.8 19.2  

（ご参考）前期実績 

（平成 29 年 3 月期） 

24,092 732 724 473 31 円 98 銭 

(2)修正の理由 

通期の業績予想につきましては、事業環境は概ね想定の範囲内で推移しておりますが、下半期以降の新製品効果

による採算性の向上や経営全般にわたり経費の削減に努めたこともあり、営業利益、経常利益、親会社株式に帰属す

る当期純利益が、いずれも前回予想を上回る見込みです。このため、通期の連結業績予想を修正します。 

 

２．配当予想の修正２．配当予想の修正２．配当予想の修正２．配当予想の修正    

(1)修正の内容 

 年間配当金（円） 

第２四半期末 期末 合計 

前回発表予想  10.00 20.00 

今回修正予想  20.00 30.00 

当 期 実 績 10.00   

前 期 実 績 

（平成 29 年 3 月期） 

10.00 10.00 20.00 

(2)修正の理由 

当社は、配当につきましては、継続的かつ安定的に実施していくことを基本としつつ、連結業績の動向、経営環境等

を総合的に勘案して決定することとしております。当期の配当予想につきましては、当初期末配当金を 1 株当たり１０円

と公表しておりましたが、上記業績予想の修正に伴い、財政状況、業績に対する配当性向などを総合的に勘案した結

果、配当予想を１０円増配し、期末配当金を一株当たり２０円に修正します。 

  



３３３３．．．．営業外営業外営業外営業外収益収益収益収益（（（（為替差為替差為替差為替差益益益益）の）の）の）の減少減少減少減少    

平成 30 年３月期第３四半期連結累計期間（平成 29 年４月１日～平成 29 年 12 月 31 日）において、為替差益 252 百万

円を計上しましたが、その後の急激な為替相場の変動により、平成 30 年３月期連結会計年度（平成 29 年４月１日～平成

30 年３月 31 日）の為替差益は 148 百万円減少し、104 百万円となる見込みです。これは、主として期末日（平成 30 年３

月末）時点の当社グループが保有する外貨建資産等を同日の為替相場（1 米ドルあたり 106 円 23 銭）で評価したことによ

るものです。 

 

（注）上記の業績予想等につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後

様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


